
○　本校の概要 令和7年1月24日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％
未満であった。

４：「おおぬねできた」と全教員が回答した。

３：「８０%以上100%未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：６０%以上80%未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60%未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％
未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60%未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

【取組】
〇情報部が主導して研
修を行い、教員のICT活
用能力を高めてきた。

〇情報部によるICT機器
の修繕等の管理を行っ
た。

【改善策】
〇安全指導について
は、その指導は各教員
に任されていた。そこ
で、学習資料を統一す
るとともに、各学年の実
態に応じた系統的な指
導を行う。
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・「学校のきまりを守り、安全に生活してい
る」の肯定的回答が９割を超えており、こど
もたちが落ち着いて生活できている様子が
わかります。
・子どもたちの安全が一番の重要な課題と
なるが、大きな問題となっていないことから
教職員たちの安全指導がしっかりしている
と感じる。
・卒業して中学校へ行った子どもが、池雪
の避難訓練がビシッとしていたことを懐かし
そうに話していました。廊下の左側通行な
ど小さいルールの浸透は難しいですが、
色々取組がされていて良いと思います。

・池雪いきいき応援隊の方々の活動は充実
していて素晴らしいと思います。これからも
学校と地域が力を合わせて、こどもたちの
学びを支えていきたいと思っております。
・学校とPTA・地域が程よく関り合うことによ
り、情報をうまくつかえているのではないか
と思います。
・学校の教職員がもう少しPTA活動や行事
に参加すると子どもたちが喜ぶと思う。ま
た、役員の担い手が少ない中、活動してい
るメンバーと連携を図り、管理職だけでなく
他の教職員も積極的に助けていただけると
ありがたい。
・おやじの会の企画を後押ししてくださる学
校になり、感謝しています。いきいき応援隊
も活発で子どもたちは地域の愛を感じてく
れているかな、と思います。

・指導法の改善など、熱心に取り組まれて
いる先生方のご努力に感謝いたします。そ
の分、先生方の業務量が多くなってしまう
面もあるとのだと思います。先生方の業務
適正化に向けて、コミュニティ・スクールとし
て考えて行ければと思っております。
・職場内でのストレスは低いとのことで、管
理職が常に教職員や児童たちの立場に
なって指導していると感じる。
・これだけの人数の児童・保護者がいてスト
レスは大変なものかと思いますが、先生が
一人で抱え込まない仕組みを作られていて
素晴らしいと思います。「教職員のウェル
ビーイング」というキーワード、素晴らしいで
す。

【取組】
〇授業改善推進プラン
の作成や授業果然セミ
ナーなどの研修、自己
申告授業観察などの機
会を活用し、授業改善を
行うことができた。

〇ストレスチェックから、
業務量ストレスが高い
が、職場ストレスは低
く、良好な職場環境であ
ることを、情報共有し
た。

【課題】
〇業務量ストレスの原
因となる教育活動につ
いて、その問題点を共
有し、その解決に向けた
取組を行っていく。
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・登下校時の子供の楽しそうな姿、学校に
伺った時は休み時間に元気に遊ぶ姿を拝
見する。配慮が必要なお子様もいると思い
ますが、多くの児童、ほとんどの児童は楽
しい学校生活が送られているかと感じる。
・「学校が楽しく、友達と仲良く過ごしてい
る」の肯定的回答が85%を超えているのは
先生方の取組の成果と思います。現在は
「原因のわからない不登校」なども増えてお
り、様々な状況のこどもたちに対してきめ細
かな対応が必要になっています。先生方の
ご努力に感謝します。
・児童数が多い分、子どもたちと関わる部
分も多くなると思うが、一人一人の子どもと
向き合うという姿はすごく良いと思う。今後
も継続してほしい。
・子どもが抱える困難がとても多様であるこ
とを学校がしっかり認識して対応されている
ので、安心感があります。

【取組】
〇生活指導主任による
いじめ防止基本方針に
則った対応をしてきた。

〇SCとの連携、子ども
家庭支援センターや警
察等関係機関との連携
を図り、問題行動等へ
の対応をしてきた。

【改善策】
〇不登校対策委員会を
定期的にもつことができ
なかった。生活指導部
に明確に位置付けると
ともに、担任やその学年
の教員と関係教員が連
携を図れるよう組織づく
りをする。

3

Ｄ
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１：
80%
未満

学校施設に
ついて、ICT
環境等の教
育環境の整
備を推進する
とともに、児
童・生徒の安
全・安心を向
上させるため
の教育を推
進します。
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Ａ 6

Ｂ

Ｄ

＜児童＞
外国語活動や
英語の学習を
通して、英語に
関心をもち、楽
しく取り組んで
いる。７３．６％
＜教員＞
こどもたちが地
域を大切にし、
自分たちのま
ちをよりよくし
ていこうとする
態度の育成を
図っている。８
８．４％

　
＜保護者＞
学校は、子供
たちの学力の
定着、向上の
ために授業改
善に取り組
み、分かりや
すい授業を
行っている。
85.9％

　　＜教員＞
年３回の授業
観察では自己
評価票をもと
に協議し、指
導法の改善に
努めている。
100％

２：
80%
以上

１：
80%
未満

＜児童＞
学校が楽しく、
友達と仲良く
過ごしている。
85.1％
＜保護者＞
各教員は一人
一人のこども
にとって、安心
できる、温かい
雰囲気の学級
づくりに通り組
んでいる。

４：
90%
以上

＜児童＞
授業で学習し
たことはよく分
かる。８９．６％
＜保護者＞
学校は、特別
の教科　道徳
などの指導を
通して、命が
大切なことや
思いやりの心
を育てる指導
に努めている。
89.9％

１：
80%
未満
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英語での実
践的なコミュ
ニケーション
能力を高める
とともに、我
が国や郷土
の伝統文化
に触れ、尊重
する心や、協
力していく態
度を育成しま
す。また、国
際社会・地域
社会に関心
をもち、持続
可能な社会
を形成してい
く態度を形成
します。
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児童・生徒が
豊かな人生
を生きていく
上で基礎とな
る力として、
豊かな心や
確かな学力、
健やかな体
を育成しま
す。また、乳
幼児期から
中学校まで
の一貫性の
ある教育を推
進します。
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困難のある
児童・生徒一
人ひとりの状
況にあわせ
て教育環境
を整えるとと
もに、相談機
能の充実を
図ることで、
すべての児
童・生徒が自
分らしくいき
いきと生きる
ための学び
を支援しま
す。

・授業を見学させていただくと、児童はタブ
レットを使いこなし、内容やまとめなどそれ
ぞれ書き込んでいるように見えた。もっと高
く評価されても良いと思った。
・授業参観させていただきましたが、授
業ではこどもたちが自分の考えを発表し
たり、話し合う活動が積極的に行われて
いたと思います。今後も引き続き取り組
んでいただくことで、こどもたちもより自
信がついてくると思います。
・ICTの活用に関する研修は、わかりや
すい授業づくりやこどもたちの意欲を引
き出す学びの工夫に有効であったと思
います。
・ICTの導入により、子供たちの知識など
が増え、勉強に役立っている一方、動画
サイトも見られる可能性もあることから、
今後のセキュリティ等の対策が必要かと
思われる。
・子どもたちの学年に応じて効果的な
ICTの使い方ができていると感じます。
様々な教科に使われていてただのツー
ル以上の活用がされていると感じます。

・東工大の留学生と交流など児童にとって
とても良い経験だと思う。町探検やフィール
ドワーク学習で町を歩く児童の姿は、とても
いきいきと熱心に取り組んでいるように感じ
る。
・授業では、英語専科の先生とALTの先生
がよく連携を取ってTTが行われていると感
じました。先生方、授業の準備お疲れさまで
した。
・国際化が進んでいるので、このような活動
はすごくよいと思う。また、子どもたちが楽し
いと思えるような環境は重要だと思うので
今後も続けてほしい。
・学校としてできる最大限をしてくださってい
ると感じますが、どうしても個々の能力差が
大きく「全員が主体的に」ということは難しい
と感じます。

・道徳の授業公開を見学させていただき、
各担任の先生方が様々な観点から指導さ
れていることを感じた。
・「学習したことがよくわかる」の肯定的回答
が９割近くになっており、素晴らしいと思い
ます。今後も様々な分野での充実したご指
導をよろしくお願いいたします。
・命に対する姿勢や周りに対する配慮は大
人になっても必要不可欠な部分でもあるの
で、このような活動は大変すばらしいと思
う。また、ICTの活用で生活指導での課題
や共有しなければいけない事項も共有しや
すい環境となり、教職員間の業務などの課
題や負担が軽減しているのではないかと感
じる。
・色々な方の話を聞く機会や、地域と触れ
合う機会など、教室の中だけにとどまらない
取組がされていて、心に響く学びが得られ
ていると感じます。

＜児童＞
授業中、自分
の考えをすす
んで発表した
り、友達と話し
合ったりして問
題を解決して
いる。
７１．４％
＜保護者＞
学校はICT機
器を効果的に
活用し、子供
たちの情報活
用能力の育成
に取り組んで
いる。
（児童：９０．
９％）

４：
90%
以上

３：
85%
以上

２：
80%
以上

１：
80%
未満

４：
90%
以上

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

2

【取組】
・ICT導入がスムーズに
進み、授業での活用を
推進してきた。タブレット
上で意見を表明したり、
意見を交流する機会を
授業内で設定など、授
業改善を行ってきた。

【改善策】
･校内における研修を行
い、ICTを活用した授業
を今後も推進する。
・校内研究において社
会科・生活科で研究して
きた課題解決型の学習
を推進し、主体的に学
ぶ意欲を高め、課題解
決能力を高めていく。
・授業で意見を交流する
活動を推進し、高まった
力について、教師が児
童をしっかり評価し、価
値づけていく。

【取組】
〇外国語委員会の児童
が英語カフェの運営を
担当することによって、
こどもたちが主体的に
なって英語学習を行うこ
とができた。
〇英語専科教員とALT
とのTT授業を行い、こど
もの興味関心に応える
授業を行ってきた。

【改善策】
〇英語専科や外国語活
動に携わる担任の研修
を行い、指導力の向上
を目指していく。
〇２年生のまち探検や３
年生の地域安全マップ
の学習などフィールド
ワーク学習を重視し、地
域の理解や協力体制を
構築していく。

2

４：
90%
以上

【取組】
〇道徳授業地区公開講
座では、「生命尊重」を
重点的に取り組んだ。ま
た、大田区在住の美谷
島邦子さんをお招きし、
保護者や地域の方と命
について考える機会をも
てた。

〇保幼小の連携では、
生活科において第１学
年との園児との交流を
行い、スムーズに移行
できるように取り組ん
だ。

〇小中一貫教育では、
各教科におけるICTの活
用について研究を進め
てきた。また、生活指導
上の課題について共有
し、その解決に向け連
携して取り組んだ。

【解決策】
〇個に応じた指導に向
け、組織的な取り組み
の仕組みの構築をして
いく。

3

２：
80%
以上

１：
80%
未満

４：
90%
以上

＜児童＞
学校のきまり
を守り、安全に
生活している。
91.3％
＜教員＞
学力の定着と
学ぶ意欲の伸
長を目指して
ICT機器を効
果的に授業で
活用している。

成果
評価

令和６年度　大田区立池雪小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

○学校規模・・・・・・・・・・・児童数：８３４名・学級数：２５学級・教職員数：校長１、副校長１、教員３１、事務１、栄養士１、特別支援教室専門員１、カウンセラー２
○本校の教育目標・・・・・よく考える子ども　　思いやりのある子ども　　がんばる子ども　　じょうぶな子ども
○本年度の主な取組・・・校内研究（生活科、社会科）　講師の講演会、各学年による研究授業６本、縦割り班活動、作品展、ワールドタイム
○特色ある教育活動・・・国際交流（東京科学大学留学生・東京朝鮮第六初級学校）　　池雪いきいき応援隊（学校支援地域本部）と連携した教育活動　　校内研究と授業観察を関連づけた授業改善

校内研究等
のOJTの充
実を通して、
教師の授業
力を向上させ
ます。また、
質の高い教
育を実現する
ため、学校の
組織的な運
営力を向上し
ます。あわせ
て、教師がや
りがいをもっ
て働くことが
できる魅力的
な環境づくり
を進めます。

個

別

目

標

４

学

校

力

・

教

師

力

を

向

上

さ

せ

ま

す

3

学校関係者記入欄

3

3

２：
80%
以上

Ｃ

３：
85%
以上

３：
85%
以上

３：
85%
以上

目標に対する成果指標

3

４：
90%
以上

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

3

3

③家庭教育に関する情報の発
信やPTAなどと連携した講演
会・学習会、またはその双方を
実施している。

②登下校の見守り活動等の、
児童・生徒の健全育成や安全
指導に係る取組を地域の協力
により実施している。 2

２：
80%
以上

①「地域コミュニティの核として
の学校づくり」を目指して地域
と学校が連携・協働した様々な
活動を実施している。

3

個

別

目

標

７

学

校

・

家

庭
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地

域
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ュ
ニ

テ

ィ
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核

と

し

て

の

学

校

を

つ

く

り

ま

す

地域コミュニ
ティの核とし
ての学校づく
りや地域の
特色を生かし
た学校づくり
を進めるとと
もに、学校・
家庭・地域が
連携・協働し
て、地域社会
全体でこども
たちを育成し
ます。

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

4

③体育や保健体育の授業など
様々な機会を通して、健康教
育や食育を推進し、基本的な
生活習慣の確立を図ってい
る。

3

Ｄ

Ａ 4

①道徳科を中心とした各教科
等での学習などを通じて継続
的に道徳教育を実施し、豊か
な情操や道徳心の育成を図っ
ている。

②学習習熟度に応じた指導や
個に応じた学習支援、各種検
定の実施を通して、すべてのこ
どもに確かな学力の育成を
図っている。

Ｃ

③現代社会における地球規模
の課題を自分事として捉え、そ
の解決に向けて考え、行動す
る力の育成を図っている。

④乳幼児期から中学校まで円
滑な接続を行うため、保幼小
の連携や小中一貫の視点に
立った教育を行っている。

方向性 取組指標

①児童・生徒一人ひとりの可
能性を引き出す個別最適な学
びと協働的な学びの一体的な
充実の視点による授業改善を
行っている。

①STEAM教育等の教科等横
断的な学びや科学教育を推進
し、課題解決力や新たな価値
を創造する力の育成を図って
いる。

①外国語教育指導員の活用な
どにより、英語に慣れ親しみな
がら会話をする機会を増やし、
英語力やコミュニケーション能
力の向上、豊かな国際感覚の
育成を図っている。

②我が国や郷土の伝統や文
化の学習、人権教育を推進
し、自分とは異なる文化や価
値観をもつ相手を理解し、互い
に尊重し合う心の育成を図っ
ている。

社会の様々
な課題を自
分事として捉
え、主体的に
考え、他者と
協働し、問題
解決していく
意欲や、予測
困難な未来
社会を切り拓
いていくため
に重要な創
造力や課題
解決力、情報
活用能力を
育成します。

3

3

②教職員がそれぞれの専門性
を生かしたり、地域の特色を生
かしたりして教育活動を行って
いる。

④年３回の授業観察、自己申
告の面談において、自己評価
カードをもとに管理職と協議
し、指導法の改善に取り組ん
でいる。

③ICT機器の活用を推進する
ため、定期的に研修等を行
い、各教員の指導技術の向上
に努める。

②避難訓練や安全指導日など
を通して、危険や災害に対す
る教育を関係機関と連携しな
がら進めている。

①学校や地域の伝統・特色
や、安心・安全な学校生活づく
りを踏まえて、学習環境を整備
している。

②学校いじめ防止基本方針に
沿って、いじめの未然防止、早
期発見、早期対応等のための
組織的な対応を実施している。

3

④配慮の必要な児童への指導
体制の構築、校内で情報共有
するために生活指導夕会、特
別支援委員会を定期的に実施
している。

③教職員の業務適正化等に取
り組み、児童・生徒に教員が向
き合う時間を確保する等、ウェ
ルビーイングを高める取組を
行っている。

⑤体力テストの結果を踏まえ、
体力向上全体計画を作成し、
計画に基づいた体育指導や一
校一取組運動を実践してい
る。

①インクルーシブ教育システム
の構築に向けて、教員の資質・
能力の向上や校内における支
援体制の充実、特別支援教室
巡回指導教員との連携等を
行っている。

③スクールカウンセラーやス
クールソーシャルワーカーとの
連携等、児童・生徒・保護者が
相談しやすい環境を整備し、
一人ひとりの能力や可能性を
最大限に伸ばすことを意図し
た指導や支援を行っている。

2

3

3

3

Ｂ 3

＜保護者＞
学校は家庭、
地域とのかか
わりを深める
教育活動（地
域の人材を活
用した学習や
保護者ボラン
ティアの参加
等）に取り組ん
でいる。
78.4％
＜教員＞
学校支援地域
本部と連携し、
地域力を生か
した特色ある
教育活動を推
進している。
84.6％

【取組】
〇池雪いきいき応援隊
による教科や行事の支
援体制について整えて
きた。

〇PTAのつどさぽやお
やじの会主催のイベント
を定期手にに行い、学
校を支援していただい
た。

【解決策】
〇地域による学校支援
について保護者や地域
の方々に学校だよりや
学校HP等により情報を
発信していくとともに、教
育活動を共に作り上げ
ていく意欲を高めてい
く。 Ｄ

Ｃ

Ｃ

4

3

3

３：
85%
以上

Ｂ

3

3

3

1

3

③情報技術を適切に活用した
授業の実施を通して、情報活
用能力の育成を図っている。

3

④校内研究で生活科、社会科
を中心に、問題解決的な学習
の充実を目指すために研究授
業に取り組んでいる。

3

②学校内外での様々な体験活
動や自己評価する習慣づくり
を推進し、自ら考え判断する力
や、他者と協働していく力の育
成を図っている。

3

3

Ｃ

４：
90%
以上

３：
85%
以上

２：
80%
以上

３：
85%
以上

3

２：
80%
以上

Ｄ

Ａ 3

１：
80%
未満

１：
80%
未満

Ｄ

Ａ 6


